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問
題
の
所
在

（1）

図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
に
お
い
て
、
注
文
の
出
典
の
中
で
最
も
引
用
数
の
多
い
の
は
、
玄
応
一
切
経
音
義
で
あ
る
。
し
か
も
図
書
寮
本
名

（2）

義
抄
は
、
玄
応
音
義
の
注
文
を
基
本
的
に
は
総
て
採
録
す
る
方
針
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
事
よ
り
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
注
文
に
お

い
て
玄
応
音
義
は
、
基
盤
的
位
置
を
占
め
て
い
る
と
言
い
得
よ
う
。
一
方
、
標
出
語
に
つ
い
て
も
、
玄
応
注
を
引
用
す
る
項
の
場
合
、
そ
の

（3）

大
多
数
は
玄
応
音
義
に
拠
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
（
少
く
と
も
大
多
数
が
玄
応
音
義
に
一
致
し
て
い
る
）
。
従
っ
て
、
標
出
語
に
お
い
て
も
、
玄
応

音
義
の
占
め
る
位
置
は
相
当
に
大
き
い
と
言
え
よ
う
。
但
し
、
図
書
寮
本
名
義
抄
が
玄
応
音
義
を
引
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
注
文
と
標



出
語
と
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
。

例
え
ば
、
（
図
）
　
諦
脅
軒
鯨
諸
腿
幣
詣
l
羊
禦
欒
（
言
郡
八
二
貢
）

（
玄
）
　
詩
集
新
艇
舶
誌
那
幾
謡
酎
㌘
日
宴
（
「
響
」
は
「
饗
」
、
「
賓
達
」
は
「
要
達
」
の
誤
）
（
巻
二
十
二
・
六
〇
四
貢
）

諦
食
器
踪
虻
豊
小
悪
（
「
二
形
」
の
下
「
同
」
脱
）
（
巻
二
三
六
頁
）

（
4
）
　
　
（
5
）

で
は
（
（
図
）
、
（
玄
）
は
夫
々
図
書
寮
本
名
義
抄
、
玄
応
音
義
を
示
す
。
以
下
用
例
等
に
つ
い
て
同
様
の
表
示
を
行
う
）
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
「
読
会
」

に
お
い
て
「
「
云
」
と
し
て
引
用
さ
れ
た
玄
応
注
は
、
玄
応
音
義
の
巻
一
の
「
詩
集
」
と
巻
二
十
二
の
「
議
会
」
と
の
両
項
に
共
通
し
て
存

す
る
注
と
、
夫
々
の
項
に
独
自
に
存
す
る
注
と
を
取
合
せ
て
引
用
し
て
い
る
が
、
標
出
語
は
、
二
者
の
内
「
読
会
」
の
み
を
掲
げ
、
「
講
集
」

は
掲
げ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
玄
応
注
が
い
ず
れ
も
、
二
者
の
標
出
語
に
共
通
し
て
含
ま
れ
る
単
字
「
蒸
」
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
点
が
関

わ
っ
て
い
る
。
玄
応
音
義
に
お
い
て
は
、
右
の
「
詩
集
」
「
諦
合
」
に
お
け
る
「
諦
」
字
に
対
す
る
注
の
如
く
、
共
通
す
る
被
注
字
に
対
す
る

単
字
注
を
掲
げ
る
異
な
る
標
出
語
が
、
複
数
種
掲
出
さ
れ
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
く
、
そ
の
場
合
に
は
、
図
書
寮
本
名
義
抄
は
右
の
如
く
、

注
文
は
そ
れ
ら
を
合
せ
る
形
で
引
用
し
、
標
出
語
は
そ
の
内
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
選
択
し
て
掲
げ
る
と
い
う
原
則
が
あ
る
。
図
書
寮
本
名
義

抄
に
お
け
る
玄
応
注
を
引
用
す
る
標
出
語
で
は
、
こ
の
種
の
も
の
が
相
当
数
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
図
書
寮
本
名
義
抄
が
玄

応
音
義
の
標
出
語
を
選
択
す
る
に
際
し
て
、
ど
の
よ
う
な
判
断
に
よ
っ
て
そ
の
標
出
語
が
選
択
さ
れ
た
の
か
が
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
成
立

を
考
え
る
上
で
、
一
つ
の
重
要
な
問
題
と
な
ろ
う
。

図
書
寮
本
名
義
抄
の
成
立
に
関
し
て
は
、
注
文
の
引
用
法
に
つ
い
て
は
、
特
に
そ
の
出
典
に
注
目
し
て
の
先
行
研
究
が
比
較
的
多
く
成
さ

（6）

れ
て
お
り
、
成
果
も
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
比
し
て
、
標
出
語
の
採
録
法
や
出
目
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
解
明
が
進
ん
で
い
る
と
は
言
い

（7）
難
い
。
こ
れ
は
、
注
文
に
は
原
則
と
し
て
出
典
の
明
示
が
あ
り
、
右
述
の
如
く
そ
れ
に
注
目
し
た
研
究
が
行
い
易
い
の
に
対
し
て
、
標
出
語

に
は
出
自
の
明
示
は
、
少
く
と
も
直
接
に
は
無
く
、
ど
の
文
献
か
ら
ど
の
よ
う
に
採
録
さ
れ
た
の
か
を
、
特
定
し
判
定
し
て
行
く
こ
と
が
困

図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
玄
応
一
切
経
音
義
の
標
出
語
の
摂
取
法
に
つ
い
て
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二
九
〇

難
で
あ
る
こ
と
が
、
一
因
と
な
っ
て
い
よ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
述
の
如
く
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
標
出
語
に
お
い
て
玄

応
音
義
が
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
見
ら
れ
る
以
上
、
上
の
問
題
は
避
け
て
通
れ
ず
、
ま
た
図
書
寮
本
名
義
抄
の
標
出
語
の
怪
格
を
考

え
る
上
で
も
、
重
要
な
問
題
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
認
識
に
立
ち
、
図
書
寮
本
名
義
抄
に
お
け
る
上
掲
例
の
如
き
標
出
語
に
つ
い
て
、
玄
応
音
義
の
ど
の
よ
う
な

標
出
語
が
選
択
さ
れ
て
い
る
の
か
、
究
明
し
た
い
。

な
お
、
図
書
寮
本
名
義
抄
に
お
い
て
標
出
語
が
選
択
し
て
掲
出
さ
れ
る
と
い
う
状
況
は
、
一
つ
の
標
出
語
に
つ
い
て
例
え
ば
慈
恩
撰
書
と

玄
応
音
義
と
の
注
文
が
引
用
さ
れ
る
な
ど
と
い
う
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
異
な
る
出
典
の
間
に
つ
い
て
も
生
じ
得
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

慈
恩
撰
書
（
法
華
経
音
訓
・
法
華
経
玄
賛
）
、
玄
応
音
義
、
中
算
法
華
経
釈
文
、
真
興
大
般
若
経
音
訓
を
注
文
に
引
用
す
る
標
出
語
を
中
心
に
、

（8）

先
に
検
討
を
行
っ
た
所
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
傾
向
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

（9）

何
　
注
文
採
録
の
優
先
順
位
に
応
じ
て
標
出
語
も
ほ
ぼ
慈
恩
撰
書
（
法
華
経
音
訓
・
法
華
経
釈
文
）
、
玄
応
音
義
、
中
算
法
華
経
釈
文
、
真
興

大
般
若
経
音
訓
の
順
位
で
採
録
さ
れ
て
い
る
。

㈲
　
慈
恩
撰
書
と
玄
応
音
義
と
に
関
し
て
は
、
玄
応
音
義
の
巻
六
は
法
華
経
の
音
義
で
あ
り
、
そ
の
標
出
語
は
殆
ど
慈
恩
撰
書
と
重
複
す

る
た
め
（
注
文
も
殆
ど
重
複
）
、
結
果
的
に
玄
応
音
義
巻
六
の
標
出
語
は
比
較
的
良
く
採
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

何
　
玄
応
音
義
と
真
興
音
訓
と
に
つ
い
て
は
、
玄
応
音
義
に
複
数
種
の
標
出
語
が
存
す
る
場
合
、
真
興
音
訓
と
共
通
す
る
標
出
語
が
採
ら

れ
る
こ
と
が
比
較
的
多
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
（
真
興
が
玄
応
よ
り
も
優
先
さ
れ
て
玄
応
に
存
し
な
い
標
出
語
が
採
ら
れ
る
例
も
少
数
な
が
ら

あ
る
）
。

糾
　
明
憲
撰
書
（
成
唯
識
論
の
音
義
乃
至
注
釈
書
と
見
ら
れ
る
）
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
成
唯
識
論
中
の
語
が
、
玄
応
、
中
算
、
真
興
よ
り
も

（10）

優
先
し
て
採
ら
れ
て
い
る
例
も
あ
る
（
明
憲
注
の
引
用
自
体
多
く
な
い
た
め
用
例
数
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
）
。

何
　
以
上
の
諸
点
は
、
法
華
経
、
大
般
若
経
、
更
に
は
成
唯
識
論
に
出
現
す
る
語
が
、
比
較
的
優
先
し
て
標
出
語
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い



る
と
も
見
得
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
右
の
点
を
念
頭
に
置
い
た
上
で
、
更
に
玄
応
音
義
内
部
に
つ
い
て
標
出
語
の
選
択
が
い
か
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
　
（
特
に
右
の
㈲
何
は
本
稿
の
問
題
に
も
直
接
関
わ
る
）
。

二
、
検
討
対
象
と
す
る
用
例
の
選
定
に
つ
い
て

図
書
寮
本
名
義
抄
が
、
玄
応
音
義
中
の
、
共
通
す
る
被
注
字
を
含
む
複
数
種
の
標
出
語
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
掲
出
す
る
場
合
、
上
掲

「
議
会
」
の
如
き
例
が
そ
の
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
良
い
。
し
か
し
実
際
に
は
種
々
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
存
す
る
う
え
、
図
書
寮
本

名
義
抄
と
玄
応
音
義
と
の
間
に
お
け
る
標
出
語
と
注
の
対
応
関
係
に
種
々
の
複
雑
な
要
素
を
含
む
例
も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
の
検

討
を
比
較
的
簡
潔
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
以
下
の
よ
う
な
、
用
例
の
選
定
を
行
う
。

川
　
玄
応
の
単
字
注
を
引
用
す
る
図
書
寮
本
名
義
抄
の
標
出
語
の
内
、
上
掲
例
の
、

Ⅲ
　
（
玄
）
諦
合
⑳
　
詩
集
①
　
1
（
図
）
諦
合
（
型

の
如
く
（
Ⅲ
は
挙
例
の
通
し
番
号
。
（
玄
）
の
丸
数
字
は
巻
、
（
図
）
の
数
字
は
頁
を
表
す
。
以
下
同
様
の
表
示
法
に
よ
る
）
、
玄
応
音
義
の
複
数

（11）

種
の
標
出
語
か
ら
図
書
寮
本
名
義
抄
が
そ
の
一
種
の
み
を
採
る
対
応
の
例
を
対
象
と
す
る
。
そ
の
場
合
、

拗
　
（
玄
）
辞
訣
⑨
⑬
　
長
訣
⑦
　
訣
辞
⑳
　
1
（
図
）
辞
訣
（
聖

の
如
く
、
図
書
寮
本
名
義
抄
が
選
択
し
た
標
出
語
が
玄
応
音
義
中
に
二
回
以
上
掲
出
さ
れ
て
い
る
例
も
対
象
に
含
め
る
。

回
　
玄
応
音
義
の
三
種
以
上
の
標
出
語
か
ら
図
書
寮
本
名
義
抄
が
二
種
（
以
上
）
を
掲
げ
て
い
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
対
象
か
ら
除
外
す

る
。
但
し
、
例
え
ば
、

（
図
）
　
襲
師
讐
望
聖
か
羞
謎
漕
引
望
指
針
益
戦
。
－
、
（
衣
部
三
三
六
頁
）

一
襲
町
電
場
賢
馴
謂
（
同
右
）

図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
玄
応
一
切
経
音
義
の
標
出
譜
の
摂
取
法
に
つ
い
て
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（
玄
）
　
掩
襲
頴
豊
蒜
鯛
空
挺
鯛
凱
師
軽
。
襲
（
「
夜
」
は
「
徒
」
の
誤
〓
巻
一
・
五
七
頁
）

（
巻
十
五
に
も
「
掩
襲
」
あ
り
）

襲
師
紺
敵
硝
那
榔
幾
柩
鯛
凡
（
巻
二
十
二
・
六
四
一
頁
）

襲
績
古
文
翫
同
辞
立
反
襲
受
也
廣
雅
襲
及
也
亦
合
也
仇
也
（
巻
五
・
四
〇
五
貢
下
）

還
襲
寓
偵
詣
謡
譜
（
巻
十
・
一
八
四
頁
）

（
ほ
か
巻
十
三
「
應
襲
」
あ
り
右
二
条
の
注
文
に
近
し
、
巻
二
十
「
襲
持
」
あ
り
以
上
の
注
文
の
大
部
分
を
掲
ぐ
）

一
襲
即
鮎
彗
賦
祁
㌍
讐
衣
（
巻
十
八
・
五
一
一
頁
）

は
、
図
書
寮
本
名
義
抄
と
玄
応
音
義
と
の
注
文
の
対
応
か
ら
し
て
、

㈲
　
（
玄
）
襲
師
⑳
　
掩
襲
①
⑮
　
襲
績
⑤
　
還
襲
⑩
　
應
襲
⑬
　
襲
持
⑳
　
1
（
図
）
襲
師
（
墜

㈲
　
（
玄
）
一
襲
⑩
　
1
（
図
）
一
襲
（
轡

の
別
々
の
二
つ
の
対
応
関
係
が
見
出
さ
れ
、
前
者
「
襲
師
」
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
用
の
例
と
見
倣
し
て
対
象
に
含
め
る
（
後
者
「
一
襲
」

の
対
応
は
一
種
対
一
種
で
あ
る
の
で
対
象
と
は
な
ら
な
い
）
。
他
の
同
様
例
も
こ
れ
に
従
う
。
し
か
し
注
文
が
相
互
に
交
差
し
て
い
て
、
右
の

よ
う
な
別
々
の
対
応
関
係
に
分
離
し
て
捉
え
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
対
象
と
し
な
い
。

図
書
寮
本
名
義
抄
の
川
の
採
録
法
に
よ
る
標
出
語
で
あ
っ
て
も
、
例
え
ば
次
の
「
渚
澱
」
や
「
誘
諦
」
の
如
く
、
上
接
字
、
下
接
字

の
両
者
夫
々
に
対
し
て
玄
応
注
が
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
対
象
か
ら
除
外
し
て
お
く
。

（
図
）
　
渚
澱
音
胆
電
酎
酎
品
謡
‥
競
咄
帥
慧
新
造
撃
撃
甥
㌢
完
（
水
部
三
八
頁
）

（
図
）
誘
試
⊥
（
帽
断
詳
一
軍
弘
一
音
用
紅
浣
甲
媚
穀
等
‰
讐
繍
鮮
導
道
鏡
至
略
）
（
言
部
九
四
頁
）

こ
れ
は
、
上
接
字
又
は
下
接
字
の
み
に
つ
い
て
玄
応
注
が
掲
げ
ら
れ
る
場
合
と
は
同
列
に
扱
え
な
い
面
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
で
あ

る
。
因
み
に
、
右
の
「
渚
澱
」
「
誘
試
」
の
玄
応
音
義
と
図
書
寮
本
名
義
抄
と
の
対
応
関
係
は
、



㈲
　
（
玄
）
瑚
囲
⑨
　
米
繍
⑬
⑮
　
繍
中
⑯
　
藍
囲
⑮
　
1
（
図
）
清
澱
（
墾

㈲
　
（
玄
）
謝
珊
⑦
⑫
⑯
　
勒
謝
③
④
⑤
　
1
（
図
）
誘
諌
（
9
4
）

（12）

と
な
っ
て
い
る
（
傍
線
は
被
注
字
を
表
す
）
。
な
お
、
図
書
寮
本
名
義
抄
に
お
い
て
上
接
字
、
下
接
字
の
夫
々
に
つ
い
て
注
文
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
標
出
語
で
あ
っ
て
も
、
玄
応
注
が
上
接
字
又
は
下
接
字
に
対
し
て
の
み
の
場
合
は
対
象
に
入
れ
る
。

国
　
玄
応
音
義
よ
り
も
注
文
引
用
の
優
先
順
位
が
上
位
の
出
典
に
よ
っ
て
玄
応
注
と
重
複
す
る
注
文
が
先
に
引
用
さ
れ
た
た
め
、
結
果
的

に
玄
応
注
が
全
く
引
用
さ
れ
て
い
な
い
標
出
語
に
つ
い
て
は
、
先
の
、
出
典
間
に
お
け
る
標
出
語
の
選
択
に
つ
い
て
検
討
し
た
拙
稿
（
注

（
3
）
拙
稿
）
で
は
玄
応
注
が
引
用
さ
れ
て
い
る
標
出
語
と
同
列
に
扱
っ
た
が
、
本
稿
で
は
以
下
の
理
由
に
よ
り
、
対
象
か
ら
除
外
す
る
。

本
稿
で
具
体
的
に
問
題
と
な
る
例
は
い
ず
れ
も
慈
恩
注
を
引
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
殆
ど
は
、
第
一
節
㈲
に
掲
げ
た
事
情
か
ら
、
図
書

寮
本
名
義
抄
が
慈
恩
法
華
経
音
訓
と
玄
応
音
義
巻
六
と
に
共
通
す
る
標
出
語
を
掲
げ
る
例
で
あ
っ
て
、
先
の
拙
稿
に
よ
っ
て
そ
の
標
出

語
が
採
ら
れ
る
理
由
が
判
明
し
て
い
る
の
で
、
繁
を
避
け
て
除
外
す
る
（
但
し
適
宜
言
及
す
る
）
。

囲
　
以
上
の
外
に
も
複
雑
な
対
応
の
様
相
を
示
す
も
の
は
適
宜
除
外
す
る
。

（13）

以
上
に
よ
り
、
検
討
対
象
と
な
る
図
書
寮
本
名
義
抄
の
標
出
語
は
、
全
部
で
2
1
2
例
と
な
る
。
以
下
、
こ
の
2
1
2
例
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

三
、
玄
応
音
義
の
巻
に
よ
る
検
討

ま
ず
、
玄
応
音
義
の
巻
に
よ
っ
て
、
採
録
さ
れ
る
度
合
に
違
い
が
な
い
か
ど
う
か
見
て
み
る
。
玄
応
音
義
の
巻
は
、
上
述
の
巻
六
の
法
華

経
の
よ
う
に
一
巻
に
一
つ
の
経
典
の
音
義
の
み
を
収
め
る
も
の
か
ら
、
一
巻
に
多
く
の
経
典
の
音
義
を
収
め
る
も
の
ま
で
が
あ
り
、
巻
別
に

見
る
こ
と
は
一
つ
の
便
宜
的
視
点
に
過
ぎ
な
い
と
も
言
え
な
く
も
な
い
が
、
玄
応
音
義
で
は
経
典
の
排
列
が
そ
の
経
典
の
種
類
に
よ
っ
て
分

類
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
強
ち
便
宜
的
視
点
の
み
と
も
言
え
ま
い
。
検
討
対
象
と
し
た
図
書
寮
本
名
義
抄
の
標
出

（14）

語
2
1
2
例
に
つ
い
て
、
そ
の
取
捨
選
択
の
対
象
と
な
っ
た
玄
応
音
義
の
標
出
語
を
、
㈲
図
書
寮
本
名
義
抄
に
採
ら
れ
て
い
る
も
の
と
㈱
採
ら
れ

図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
玄
応
一
切
経
音
義
の
標
出
語
の
摂
取
法
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

て
い
な
い
も
の
と
に
分
け
て
、
巻
別
に
そ
の
数
を
調
べ
た
の
が
（
表
1
）
で
あ
る
。

（
表
1
）

二
九
四

合

㈲ ㈲

玄
図ら 図ら
垂れ 書れ

計

（
㈲

日寮

本
て

い

寮て 応
音l・

・
V

名な 名る 義

＋
義l－Y

義標 の

㈱
）

抄禁 抄出 巻

に出 に語
採譜 採

13 71 41 ①

04 31 72 ②

13 01 12 ③

53 02 51 ④

04 62 41 ⑤

21 3 9 ⑥

002 02 8 ⑦

72 81 9 ⑧

91 01 9 ⑨

92 51 41 ⑩

13 31 81 ⑰

73 91 81 ⑫

03 12 9 ⑬

82 02 8 ⑭

22 41 8 ⑮

12 51 6 ⑯

73 23 5 ⑰

92 02 9 ⑱

62 51 11 ⑩

03 22 8 ⑳

81 21 6 ⑳

94 02 92 ⑳

92 02 9 ⑳

61 9 7 ㊧

52 51 01 ⑳

例
え
ば
上
掲
の
Ⅲ
「
諦
合
」
に
つ
い
て
は
、
図
書
寮
本
名
義
抄
に
採
ら
れ
て
い
る
巻
二
十
二
「
議
会
」
が
（
表
1
）
の
巻
二
十
二
㈲
欄
の

2
9
例
の
1
例
と
し
て
計
上
さ
れ
て
お
り
、
採
ら
れ
て
い
な
い
方
の
巻
一
「
詩
集
」
は
券
二
㊦
欄
の
1
7
例
の
1
例
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
。

同
様
に
上
掲
畑
「
辞
訣
」
に
つ
い
て
も
、
採
ら
れ
て
い
る
巻
九
、
巻
十
三
の
「
辞
訣
」
が
（
表
1
）
の
巻
九
、
巻
十
三
の
両
者
の
㈲
欄
の
用

例
数
に
計
上
さ
れ
て
お
り
、
採
ら
れ
て
い
な
い
巻
七
「
長
訣
」
、
巻
二
十
「
訣
辞
」
は
巻
七
、
巻
二
十
の
夫
々
の
㈱
欄
の
用
例
数
に
計
上
さ
れ

て
い
る
。
（
表
1
）
は
こ
の
よ
う
な
方
式
で
、
巻
別
に
標
出
語
の
数
を
数
え
た
も
の
で
あ
る
。

一
見
し
て
明
確
な
偏
り
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
㈲
採
ら
れ
て
い
る
用
例
数
の
多
い
巻
と
し
て
、
巻
二
十
二
、
次
い
で
巻
二
、
巻
三
が
指

摘
さ
れ
る
。
尤
も
巻
二
十
二
は
、
㈲
採
ら
れ
て
い
な
い
方
の
用
例
数
も
少
い
と
は
言
い
難
い
が
、
全
巻
を
通
し
て
㈲
の
数
が
㈲
よ
り
も
多
い

巻
が
多
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
や
は
り
注
目
し
て
良
か
ろ
う
。

巻
二
十
二
は
玲
伽
師
地
論
、
巻
二
は
大
般
浬
柴
経
、
巻
三
は
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
な
ど
十
経
（
い
ず
れ
も
般
若
経
の
類
）
で
あ
る
。
こ
の
内

、

巻
二
十
二
の
玲
伽
師
地
論
は
、
成
唯
識
論
と
共
に
法
相
宗
の
根
本
的
経
典
で
あ
り
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
編
者
が
法
相
宗
の
僧
侶
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
に
関
係
が
あ
る
と
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
事
に
つ
い
て
は
改
め
て
後
述
す
る
。
な
お
、
玄
応
音
義
に
は
成
唯
識
論
（
玄
英
訳
）



の
音
義
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
　
（
大
般
若
経
も
同
様
）
。

因
み
に
、
第
二
節
目
に
述
べ
た
、
玄
応
注
が
表
面
上
に
現
れ
て
い
な
い
例
を
も
加
え
て
考
え
る
と
、
法
華
経
の
音
義
で
あ
る
巻
六
の
数
値

は
紬
建
、
㈱
4
と
な
り
、
先
の
拙
稿
で
判
明
し
た
傾
向
が
こ
こ
で
も
再
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
同
様
に
数
え
直
す
と
、
巻
二
は

㈲
2
7
（
変
ら
ず
）
、
㈱
1
7
、
巻
三
は
㈲
2
1
（
変
ら
ず
）
、
⑭
堕
巻
二
十
二
は
紬
卸
、
㈲
2
0
（
変
ら
ず
）
と
な
り
、
巻
二
、
巻
三
の
⑧
が
も
う
少
し

多
く
な
る
。

一
方
、
逆
に
㈱
採
ら
れ
て
い
な
い
用
例
数
が
最
も
多
い
の
は
巻
十
七
で
あ
り
、
紬
の
数
値
と
比
較
し
て
も
、
全
巻
を
通
じ
て
最
も
採
ら
れ

て
い
な
い
巻
と
な
る
。
巻
十
七
は
小
乗
論
と
し
て
阿
枇
曇
枇
婆
沙
論
な
ど
九
論
の
音
義
が
収
め
ら
れ
て
い
る
所
で
あ
り
、
何
ら
か
の
理
由
が

存
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
（
表
1
）
の
数
値
は
、
述
べ
た
如
く
玄
応
音
義
の
巻
別
に
、
採
ら
れ
て
い
る
標
出
語
と
採
ら
れ
て
い
な
い
標
出
語
と
の
数
を
夫
々

合
計
し
た
の
み
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
例
え
ば
上
掲
Ⅲ
「
読
会
」
や
畑
「
襲
師
」
の
よ
う
に
玄
応
音
義
に
一
回
し
か
登
場
し
な
い
も
の
も
、

畑
「
辞
訣
」
の
よ
う
に
二
回
登
場
す
る
も
の
も
区
別
は
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
「
諌
曾
」
の
よ
う
に
二
種
の
標
出
語
か
ら
一
種
が
採
ら
れ
て
い
る

も
の
も
、
「
襲
師
」
の
よ
う
に
六
種
か
ら
一
種
が
採
ら
れ
て
い
る
も
の
も
区
別
さ
れ
な
い
。
玄
応
音
義
に
お
け
る
そ
の
標
出
語
の
出
現
回
数
や
、

標
出
語
の
種
類
数
な
ど
を
一
々
加
味
し
て
検
討
を
行
う
こ
と
は
、
パ
タ
ー
ン
が
多
種
多
様
と
な
る
た
め
困
難
で
あ
る
が
、
若
干
こ
れ
ら
の
点

を
考
慮
し
た
検
討
を
、
次
節
に
て
行
っ
て
み
る
。

四
、
玄
応
音
義
に
お
け
る
標
出
語
の
出
現
回
数
、
種
類
数
に
よ
る
検
討

（1）

図
書
寮
本
名
義
抄
の
検
討
対
象
2
1
2
例
の
標
出
語
を
玄
応
音
義
と
対
比
し
っ
つ
一
覧
す
る
と
、
上
掲
聞
「
辞
訣
」
の
よ
う
に
、
玄
応
音
義
に

お
い
て
二
回
以
上
出
現
す
る
標
出
語
が
採
ら
れ
て
い
る
場
合
が
、
巻
に
は
特
に
関
わ
ら
ず
概
し
て
多
い
こ
と
に
気
が
つ
く
。
そ
こ
で
、
検
討

図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
玄
応
一
切
経
音
義
の
標
出
語
の
摂
取
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
五



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
六

対
象
全
2
1
2
例
の
内
、
そ
の
取
捨
選
択
の
対
象
と
な
っ
た
玄
応
音
義
の
標
出
語
の
中
に
、
二
回
以
上
出
現
す
る
も
の
を
含
む
場
合
の
み
を
取
上

げ
て
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
採
録
状
況
を
見
て
み
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
と
な
る
の
は
全
部
で
7
6
例
で
あ
り
、
こ
の
中
に
は
、
図
書
寮
本
名
義
抄

に
採
ら
れ
て
い
る
「
辞
訣
」
の
ほ
か
、
上
掲
畑
「
襲
師
」
も
、
採
ら
れ
て
い
な
い
　
「
掩
襲
」
が
玄
応
音
義
中
に
二
回
出
現
す
る
の
で
含
ま
れ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
7
6
例
に
は
、
玄
応
音
義
に
お
い
て
同
一
の
標
出
語
が
最
多
で
六
回
出
現
す
る
も
の
ま
で
が
存
す
る
。
こ
れ
ら
玄
応
音

義
に
お
い
て
二
回
以
上
出
現
す
る
標
出
語
に
つ
い
て
、
そ
の
出
現
回
数
別
に
、
「
辞
訣
」
の
よ
う
に
の
図
書
寮
本
名
義
抄
に
採
ら
れ
て
い
る
も

の
と
、
「
襲
師
」
に
対
す
る
「
掩
襲
」
の
よ
う
に
㈲
採
ら
れ
て
い
な
い
も
の
（
即
ち
出
現
回
数
一
回
の
方
が
採
ら
れ
て
い
る
も
の
）
と
の
数
を
調
べ

（15）

た
の
が
（
表
2
）
　
で
あ
る
。
な
お
、
二
回
以
上
出
現
す
る
標
出
語
が
二
種
存
す
る
場
合
（
8
例
あ
り
）
　
は
除
外
し
て
い
る
。

（
表
2
）

合

計

の
図
書
寮

の
図
書
寮 玄

本 本 応
立

義 義 義
抄
に
採

抄
に
採

に
ぉ
け（似

＋ ら ら る
巾 れ れ 掲

） て て 出
、j、・
・
V 、Jlv 回な
い
も
の

る
も
の

数

64 41 23 2
回

51 5 01 3
回

6 0 6 4回

0 0 0 5回

1 0 1
6
回

86 91 94 合
計

（
表
2
）
の
中
で
、
例
え
ば
玄
応
音
義
に
お
け
る
出
現
回
数
二
回
で
の
採
ら
れ
て
い
る
も
の
で
も
、
更
に
細
か
く
見
れ
ば
、

∽
　
（
玄
）
漬
池
⑰
⑮
　
清
水
⑰
　
1
（
図
）
漬
池
（
m
空

の
よ
う
に
、
玄
応
音
義
に
お
け
る
他
の
標
出
語
が
一
種
の
み
の
も
の
も
あ
れ
ば
、

㈱
　
（
玄
）
射
塚
⑪
⑩
　
天
壌
①
　
之
喋
⑦
　
賛
喋
⑫
　
1
（
図
）
射
堵
（
型

の
よ
う
に
二
種
以
上
（
右
で
は
三
種
）
の
も
の
も
あ
り
、
一
様
で
は
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
表
よ
り
、
玄
応
音
義
に
二
回
以

上
出
現
す
る
標
出
語
は
、
図
書
寮
本
名
義
抄
が
採
る
場
合
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
判
る
。
特
に
四
回
以
上
出
現
す
る
標
出
語
は
、
総
て
採



ら
れ
て
い
る
。
次
に
四
回
出
現
、
六
回
出
現
の
例
を
一
例
ず
つ
掲
げ
て
お
く
。

㈱
　
（
玄
）
坦
壊
①
②
③
⑩
　
狙
教
⑧
　
狙
屈
⑩
　
1
（
図
）
狙
壊
（
2
4
）

㈹
　
（
玄
）
漑
濯
①
②
③
⑩
⑭
⑳
　
漑
之
⑱
　
漑
鹿
⑳
　
1
（
図
）
漑
濯
（
9
）

ま
た
（
表
2
）
で
除
外
し
た
8
例
も
、
そ
の
内
の
2
例
は
、

仙
　
（
玄
）
慣
交
②
③
⑥
⑭
⑳
⑳
　
苦
情
④
⑳
　
慣
胤
⑧
　
1
（
図
）
情
交
（
瓢
）

㈹
　
（
玄
）
挺
埴
①
⑩
⑫
⑳
⑳
　
和
埴
⑫
⑬
　
繕
埴
⑱
　
1
（
図
）
挺
埴
（
空

の
よ
う
に
、
よ
り
出
現
回
数
の
多
い
方
が
採
ら
れ
て
い
る
。
残
り
の
6
例
の
内
5
例
は
、

個
　
（
玄
）
敵
視
⑩
⑳
　
細
福
⑭
⑯
　
裾
縫
⑮
　
百
禰
⑩
　
裾
雛
⑰
　
1
（
図
）
雛
祷
（
墾

仙
　
人
玄
）
渡
蔑
⑳
⑭
　
濠
暢
③
⑨
　
凌
侮
⑳
　
1
（
図
）
凌
蔑
（
翌

の
如
く
、
出
現
回
数
が
同
じ
標
出
語
が
二
種
存
す
る
例
で
あ
る
が
（
右
の
ほ
か
三
回
ず
つ
出
現
の
例
も
あ
り
）
、
い
ず
れ
も
出
現
回
数
一
回
の
標

（16）

出
語
（
㈹
で
は
「
禄
縫
」
以
下
、
佃
で
は
「
濠
侮
」
）
も
あ
り
、
少
く
と
も
そ
の
一
回
の
方
は
採
ら
れ
て
い
な
い
。
な
お
他
の
1
例
は
、
各
二
回

出
現
の
標
出
語
が
二
種
存
す
る
の
み
で
そ
の
一
つ
を
採
る
も
の
で
あ
り
、
出
現
回
数
は
問
題
に
な
ら
な
い
例
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
第
三
節
で
検
討
し
た
巻
別
の
出
入
り
と
は
ま
た
別
に
、
玄
応
音
義
に
お
け
る
出
現
回
数
の
多
い
標
出
語
ほ
ど
、
図
書
寮

本
名
義
抄
に
良
く
採
ら
れ
る
傾
向
の
強
い
こ
と
が
判
明
す
る
。

（2）

図
書
寮
本
名
義
抄
に
お
い
て
玄
応
音
義
の
標
出
語
の
い
ず
れ
か
が
選
択
し
て
採
ら
れ
る
際
の
要
因
と
し
て
、
も
し
、
玄
応
音
義
の
巻
も
多

少
な
り
と
も
関
わ
り
が
あ
り
、
一
方
玄
応
音
義
に
お
け
る
出
現
回
数
も
少
か
ら
ず
関
わ
り
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
次
元
の
異
な
る
こ
の
二
者
の

関
係
を
ど
う
考
え
れ
ば
良
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
先
の
（
表
1
）
の
㈲
図
書
寮
本
名
義
抄
に
採
ら
れ
て
い
る
標
出
語
の
巻
別
用
例
数
を
、

㊤
玄
応
音
義
に
お
い
て
二
回
以
上
出
現
す
る
も
の
、
即
ち
他
の
巻
に
も
出
現
す
る
も
の
と
、
の
玄
応
音
義
に
お
い
て
一
回
の
み
出
現
す
る
も

図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
玄
応
一
切
経
音
義
の
標
出
語
の
摂
取
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
七



鎌
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の
、
即
ち
そ
の
巻
に
し
か
出
現
し
な
い
も
の
と
に
分
け
て
、
用
例
数
を
掲
げ
る
と
（
表
3
）
の
よ
う
に
な
る
（
輸
㈱
欄
に
つ
い
て
は
後
述
）
。

こ
れ
を
見
る
と
、
（
表
1
）
に
お
い
て
比
較
的
採
ら
れ
る
標
出
語
が
多
い
と
見
ら
れ
た
巻
二
十
三
巻
二
、
巻
三
の
内
、
巻
二
、
巻
三
に
つ

（17）

い
て
は
、
㊤
玄
応
音
義
に
お
い
て
二
回
以
上
出
現
す
る
も
の
、
即
ち
他
の
巻
に
も
出
現
す
る
も
の
の
数
が
、
全
巻
の
中
で
最
も
多
い
こ
と
が

（18）

判
る
。
巻
二
、
巻
三
に
な
ぜ
㈲
が
多
い
の
か
は
（
次
い
で
巻
十
が
多
い
）
、
今
す
ぐ
に
判
断
は
出
来
な
い
が
、
巻
二
、
巻
三
の
の
一
回
の
み
出
現

の
も
の
、
即
ち
そ
の
巻
に
し
か
出
現
し
な
い
も
の
は
、
他
の
巻
と
比
べ
て
も
さ
ほ
ど
多
い
と
は
言
え
な
い
数
値
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
一
方
、

巻
二
十
二
に
つ
い
て
は
、
㈲
二
回
以
上
出
現
の
も
の
も
巻
十
に
次
い
で
多
く
決
し
て
少
な
く
は
な
い
が
、
の
一
回
の
み
出
現
の
も
の
、
即
ち

巻
二
十
二
に
し
か
出
現
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
見
る
と
、
（
表
1
）
紬
の
結
果
よ
り
も
一
層
他
の
巻
に
差
を
つ
け
て
良
く
採
ら
れ
て
い
る
こ
と

（19）

が
判
る
。
全
体
に
亘
り
あ
ま
り
大
き
な
数
値
で
は
な
い
の
で
必
ず
し
も
明
確
な
こ
と
は
言
い
難
い
が
、
右
よ
り
、
巻
二
十
二
の
標
出
語
は
、

玄
応
音
義
全
巻
に
お
け
る
出
現
回
数
に
拘
ら
ず
比
較
的
良
く
採
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
見
ら
れ
よ
う
。

（
表
3
）

㈱ ㈲ 田 E

玄

（㈲
の
内

ら
採
ら
れ

（田

の
内

ら
採
ら
れ

（価

の
内
）

す
る
標
出

（㈲

の
内
）

す
る
標
出

）
四て
）三て 玄語 玄語

種一ヽlv 種1rv
応が 応が 応

以る 以る 音採 音採 音
上tも 上も 義ら 義ら 義
のの のの にれ にれ の
標 標 ーて 二て 巻
出 出 回Jヽlv 回l．ヽ
語 語 のる 以る
の の みtも 上も
中 中 出の 出の
カ カ 現 現

0 2 5 9 ①

1 5 21 51 ②

3 5 9 21 ③

1 4 11 4 ④

1 5 01 4 ⑤

0 2 5 4 ⑥

1 3 4 4 ⑦

1 1 5 4 ⑧

1 1 4 5 ⑨

1 1 3 11 ⑩

3 6 9 9 ⑫

1 6 21 6 ⑫

0 2 4 5 ⑬

1 2 2 6 ⑭

1 2 6 2 ⑮

0 1 4 2 ⑲

1 3 3 2 ⑰

1 1 6 3 ⑱

1 2 4 7 ⑩

0 1 5 3 ⑳

1 2 3 3 ㊧

9 11 91 01 ⑳

1 1 4 5 ⑳

2 2 2 5 ⑳

1 2 4 6 ⑳

な
お
、
（
表
3
）
田
の
数
値
は
、
例
え
ば
上
掲
㈲
「
諦
合
」
の
よ
う
に
二
種
の
標
出
語
よ
り
一
つ
が
採
ら
れ
る
も
の
も
、
上
掲
畑
「
襲
師
」



の
よ
う
に
六
種
の
標
出
語
よ
り
一
つ
が
採
ら
れ
る
も
の
も
、
一
括
さ
れ
た
数
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
取
捨
選
択
の
対
象
と
な
る
、
玄
応
音
義
の

標
出
語
の
種
類
数
に
も
注
目
し
て
、
田
の
内
、
些
二
種
以
上
の
標
出
語
の
中
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
も
の
、
更
に
そ
の
㈲
の
内
、
㈱
四
種
以
上

の
標
出
語
の
中
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
も
の
の
数
を
も
、
（
表
3
）
に
掲
げ
て
み
た
。
す
る
と
、
巻
二
十
二
の
㈲
は
1
1
例
、
㈱
は
9
例
と
、
明
ら

か
に
突
出
し
て
お
り
、
巻
二
十
二
の
標
出
語
は
多
種
の
標
出
語
の
中
に
あ
っ
て
も
採
用
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が
判
る
。
巻
二
十
二
の
㈱

の
内
、
六
種
以
上
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
例
（
㈲
「
襲
師
」
以
外
）
を
掲
げ
て
お
く
。

㈹
　
（
玄
）
振
他
⑳
　
撫
他
⑤
　
綴
他
⑤
　
給
性
⑨
　
他
民
⑪
　
経
他
⑮
　
不
性
⑩
　
1
（
図
）
振
性
（
塑
（
七
種
よ
り
選
択
）

㈹
　
（
玄
）
激
浦
⑳
　
瑞
浪
④
　
波
滞
⑬
　
上
端
⑯
　
水
滞
⑳
　
浦
洞
⑳
　
1
（
図
）
激
濡
（
黛
（
六
種
よ
り
選
択
）

㈹
　
（
玄
）
止
怒
⑳
　
停
蟹
①
　
鮭
駕
②
　
憩
止
⑮
　
憩
息
⑩
　
鮭
元
⑳
　
1
（
図
）
止
師
父
型
（
六
種
よ
り
選
択
）

㈹
　
（
玄
）
繰
入
⑳
　
綾
出
⑰
⑳
　
綾
有
⑤
　
挽
得
⑮
　
繰
取
⑳
　
身
繰
⑭
　
1
（
図
）
繰
入
（
3
1
0
）
（
六
種
よ
り
選
択
）

右
の
よ
う
な
巻
二
十
二
の
状
況
は
、
や
は
り
同
巻
が
瑞
伽
師
地
論
の
音
義
で
あ
る
こ
と
に
関
わ
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

五
、
職
伽
師
地
論
の
語
と
の
関
係
に
つ
い
て

（1）

こ
れ
ま
で
、
玄
応
音
義
に
掲
出
さ
れ
る
回
数
の
多
い
標
出
語
ほ
ど
図
書
寮
本
名
義
抄
に
良
く
採
ら
れ
る
傾
向
が
強
く
、
そ
の
一
方
で
、
玲

伽
師
地
論
の
音
義
で
あ
る
玄
応
音
義
巻
二
十
二
の
標
出
語
も
比
較
的
良
く
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
れ
は
、
簡
単
に
解
釈
す
れ
ば
、

比
較
的
多
く
の
経
典
に
出
現
す
る
語
が
良
く
採
ら
れ
る
と
共
に
、
玲
伽
師
地
論
に
出
現
す
る
語
は
相
当
に
重
視
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
玲
伽
師
地
論
に
出
現
す
る
語
と
い
う
点
に
注
目
し
て
、
本
稿
の
検
討
対
象
と
し
た
図
書
寮
本
名
義
抄
の
標
出

語
2
1
2
例
の
内
、
玄
応
音
義
巻
二
十
二
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
含
め
て
、
玲
伽
師
地
論
（
百
巻
）
に
出
現
す
る

語
が
ど
れ
ほ
ど
存
す
る
か
を
調
べ
て
み
た
。
こ
れ
に
、
先
の
拙
稿
で
、
玄
応
音
義
の
標
出
語
の
内
で
比
較
的
良
く
採
ら
れ
る
と
し
た
（
本
稿
第

図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
玄
応
一
切
経
音
義
の
標
出
語
の
摂
取
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
九
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〇
〇

（20）

一
節
何
～
回
参
照
）
、
大
般
若
経
（
六
百
巻
）
、
法
華
経
（
七
巻
）
に
出
現
す
る
語
を
加
え
、
更
に
成
唯
識
論
（
十
巻
）
に
出
現
す
る
語
を
も
加
え

て
、
こ
れ
ら
を
一
覧
表
に
し
て
掲
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
稀
伽
師
地
論
〔
玲
〕
、
大
般
若
経
〔
大
〕
、
法
華
経
〔
法
〕
、
成
唯
識
論
〔
成
〕
に
出

（21）

現
す
る
語
は
夫
々
の
欄
に
○
印
を
表
示
す
る
。
な
お
一
段
目
に
掲
げ
た
図
書
寮
本
名
義
抄
の
標
出
語
に
は
、
玄
応
注
の
被
注
字
に
傍
線
を
施
す
。
ま
た
二

段
目
に
は
、
図
書
寮
本
名
義
抄
に
玄
応
注
以
外
に
慈
恩
注
（
玄
）
、
中
算
注
（
中
）
、
真
興
注
（
真
）
、
公
任
注
（
大
般
若
経
字
抄
）
（
公
）
、
明
憲
注
（
憲
）

の
引
用
が
あ
る
場
合
は
そ
れ
を
表
示
す
る
。
三
段
目
に
は
玄
応
音
義
に
お
け
る
掲
出
巻
を
丸
数
字
で
表
示
す
る
が
、
巻
六
、
二
十
二
に
つ
い
て
は
他
と
区

別
し
て
四
角
で
囲
ん
だ
数
字
と
す
る
。
備
考
欄
に
は
、
巻
六
、
二
十
二
の
標
出
語
が
採
ら
れ
て
い
な
い
場
合
そ
れ
を
参
考
に
掲
げ
る
。
ま
た
＊
印
に
つ
い

て
も
注
記
を
施
し
て
い
る
。
な
お
、
標
出
語
の
頭
に
附
し
た
通
し
番
号
は
前
節
に
続
け
、
先
に
既
に
掲
げ
た
例
に
つ
い
て
も
便
宜
上
番
号
を
附
け
直
す
が
、

こ
の
場
合
先
の
番
号
を
備
考
欄
に
示
し
た
）
。

〔
図
書
寮
本
名
義
抄
〕

㈹
諭
曲
（
竺

㈱
憫
交
（
型

㈲
除
愈
l
（
2
4
7
）

㈲
充
凪
（
塑

㈲
一
矧
（
5
0
）

㈲
潮
濯
（
9
）

㈲
染
河
（
1
4
）

㈱
薗
流
（
聖

耶
池
嘲
（
3
1
）

㈱
測
唾
（
3
7
）

〔
慈
恩
注
等
〕

正
真
正
真
正
真

真
＊
＊

公
真
憲

＊中
玄
真

裏真
公

公

〔
玄
応
音
義
の
掲
出
巻
〕

E②
③
回
⑭
困
⑳

皇
同
－
1
・

②回①
②
③
⑩
⑭
国

⑳⑳①
⑱
国
⑳

②
⑰
⑳

〔玲〕〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〔大〕〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〔法〕〇〇〇〇〇

〔成〕〇〇〇〇

l休
愈
国

＊
前
項
「
一
滴
」
　
に
慈
恩
、
中
算
あ
り

側
　
＊
明
憲
は
下
字
注

汗
積
瓦
　
＊
中
算
は
上
字
注

唾
漢
固
（
玲
伽
師
地
論
本
文
「
唾
香
演
香
」
）



㈱
不
慣

㈱
側
意

㈲
槻
服

㈲
除
l
去

㈲
剰
然

㈲
照
恰

㈲
垣
増

㈱
蘭
蔑

碑
倒
悪

㈱
恰
悦

個
城
酬

㈹
謝
難

㈹
能
謝

㈹
誼
謝

㈹
嫡
巌

㈹
諮
謝

㈹
漏
漸

㈹
談
謹
l

㈹
級
楓

（視）
（251）
（凱）
（196）
（34）
（243）
（217）
（38）
（38）
（鋤）
（摘）
（77）
（91）
（82）
（遁）
（75）
（35）
（82）
（338）

真＊中正
真

真公真真真申
真

玄真
公

＊

公

③
③
⑪

③
⑳
⑭

②
③
②
⑩
③
⑫
③
⑳
⑨
⑭
⑳
⑳
コ⑳E固⑳④

⑩
金
幽

④
⑫
囲

④
⑫
国

⑧
⑩
⑳

⑩
国
⑳
凶

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

費
憤
固
　
＊
中
算
は
下
字
注

被
精
回
（
法
華
経
本
文
「
被
精
進
鎧
」
）

＊
公
任
は
上
字
注

＊
中
算
は
上
字
注

図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
玄
応
一
切
経
音
義
の
標
出
語
の
摂
取
法
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代

○

㈹
疎
肩
　
（
1
2
3
）

㈹
砂
蘭
（
塑

側
網
魂
（
型

仙
数
滴
（
黛

佃
渦
流
（
1
7
）

個
漂
猟
（
2
7
）

㈲
河
画
（
竺

個
副
食
（
竺

個
数
謝
（
9
4
）

別
邸
臆
（
塑

㈹
剛
練
（
2
1
0
）

個
所
薗
（
墾

㈹
懇
到
（
2
3
8
）

拙
振
咄
（
墾

㈱
止
喝
（
埜

佃
怒
噛
（
型

㈲
嘲
ホ
（
2
7
0
）

佃
謝
入
（
3
1
0
）

㈹
魂
讃
（
3
3
2
）

真公

回
④
圏
⑳
②国国国幽国亡国山国□国国匝国国国

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

517

1

個



㈹
襲
師
（
3
3
6
）

㈹
園
地
（
讐

㈹
四
線
（
型

㈱
咄
壊
（
墾

㈹
薗
昧
（
竺

㈹
梯
噛
（
些

㈹
逐
塊
（
墾

㈲
由
郷
（
2
1
6
）

㈹
紅
繚
l
（
型

珊
瑚
爛
（
1
1
）

㈱
津
副
（
型

㈹
瑚
地
（
1
1
7
）

㈱
討
伐
（
7
3
）

㈱
賛
嘲
（
型

㈱
測
甘
（
竺

（
合
計
）
　
6
3
例

中
玄
真

申
真
真真美

公
公真裏

公
公
真
真正玄意

中
正
真

円皇
同
③①
②
③
⑩

③
⑧
⑫
⑳
②③③⑳⑳②

山
口回⑪

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

3

諸
経
国

9等
遡
山

右
表
の
如
く
、
玲
伽
師
地
論
に
出
現
す
る
語
は
全
部
で
4
9
例
あ
り
、
巻
二
十
二
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
2
9
例
の
ほ
か
、
同
巻
に
掲
出
さ
れ
て

い
な
い
も
の
が
更
に
2
0
例
存
す
る
こ
と
が
判
る
。
こ
れ
ら
2
0
例
の
標
出
語
が
玄
応
音
義
よ
り
選
択
さ
れ
た
背
景
に
は
、
こ
れ
ら
が
玲
伽
師
地

論
に
出
現
す
る
語
で
あ
る
こ
と
が
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
玲
伽
師
地
論
に
出
現
す
る
語
の
か
な
り
の
も
の
（
㈹
～
㈹
）
が
、

図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
玄
応
一
切
経
音
義
の
標
出
語
の
摂
取
法
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
四

大
般
若
経
に
も
出
現
す
る
語
で
あ
る
点
も
注
意
さ
れ
る
。
即
ち
、
先
の
拙
稿
に
お
い
て
、
玄
応
音
義
と
真
興
大
般
若
経
音
訓
に
共
通
す
る
標

出
語
が
採
ら
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
こ
と
を
推
定
し
（
第
一
節
用
参
照
）
、
実
際
こ
の
㈹
～
㈱
は
大
部
分
が
真
興
注
を
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
の
標
出
語
が
選
択
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
般
若
経
音
訓
と
共
通
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
玲
伽
師
地
論
に
出
現
す
る
語
で
あ
る
こ
と
も

考
慮
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
見
て
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
慈
恩
注
に
関
わ
る
法
華
経
に
出
現
す
る
語
も
多
少
含
ま
れ
て
い
る
が
）
。
加

え
て
、
㈹
～
㈱
の
大
半
が
、
玄
応
音
義
に
お
い
て
二
回
以
上
掲
出
の
標
出
語
で
あ
る
こ
と
も
、
上
の
検
討
結
果
と
関
連
し
て
注
意
さ
れ
よ
う

（22）

と
思
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
玄
応
音
義
巻
二
十
二
の
標
出
語
は
採
ら
れ
て
い
な
く
て
も
、
他
巻
の
、
玲
伽
師
地
論
に
も
出
現
す
る

語
が
採
ら
れ
て
い
る
例
（
㈲
㈱
㈱
㈲
）
　
が
存
す
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
よ
う
。

な
お
、
法
華
経
に
出
現
す
る
語
は
全
部
で
1
2
例
、
成
唯
識
論
に
出
現
す
る
語
は
6
例
と
さ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
こ
れ
は
経
典
本
文
の
量
と

（23）

も
関
係
が
あ
ろ
う
。

と
も
か
く
も
、
図
書
寮
本
名
義
抄
が
玄
応
音
義
の
標
出
語
を
採
録
す
る
に
際
し
て
は
、
玲
伽
師
地
論
の
語
で
あ
る
こ
と
が
、
大
般
若
経
や

法
華
経
の
語
（
或
い
は
成
唯
識
論
も
か
）
と
共
に
、
か
な
り
重
視
さ
れ
た
ら
し
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
堵
伽
師
地
論
の
語
と
い
う
観
点
で
図
書
寮
本
名
義
抄
の
標
出
語
を
眺
め
る
と
、
玄
応
注
を
引
用
し
て
い
な
い
標
出
語
の
中
に

も
、
玲
伽
師
地
論
に
出
現
す
る
語
が
か
な
り
多
く
見
出
さ
れ
る
。
詳
細
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
や
は
り
真
興
注
を
引
用
す

る
も
の
が
比
較
的
多
く
、
そ
れ
ら
は
直
接
に
は
真
興
大
般
若
経
音
訓
に
よ
っ
て
い
る
か
と
見
ら
れ
る
が
、
右
述
同
様
注
目
し
て
良
か
ろ
う
。

ま
た
、
明
憲
注
を
引
用
し
て
、
明
憲
撰
書
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
成
唯
識
論
の
語
を
掲
げ
る
も
の
の
中
に
も
、
玲
伽
師
地
論
に
も
出
現
す
る

語
が
か
な
り
存
在
す
る
（
「
馳
流
」
1
8
貢
、
「
渉
入
」
5
4
頁
、
「
躁
擾
」
1
1
5
貢
、
「
妬
忌
」
2
5
0
頁
、
「
急
遽
」
2
6
6
貢
、
「
委
細
」
2
9
8
頁
、
「
絃
管
」
3
2
0
貢
等
。
以

上
大
般
若
経
、
法
華
経
に
は
見
出
さ
れ
ず
）
。

更
に
注
目
さ
れ
る
標
出
語
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
例
が
指
摘
さ
れ
る
。

（
図
）
　
堅
硬
益
云
謂
瑚
讐
謂
減
（
石
部
二
五
六
頁
）



（
図
）
　
依
憑
譜
霜
掻
、
増
か
ポ
新
譜
怒
㌃
ラ
フ
タ
ノ
ム
サ
カ
リ
ニ
巽
（
心
部
二
六
六
頁
）

（
図
）
　
紆
綴
詔
認
枇
練
、
明
、
光
、
（
糸
部
三
二
六
頁
）

右
の
標
出
語
は
い
ず
れ
も
玲
伽
師
地
論
に
出
現
す
る
語
で
あ
り
、
筆
者
の
見
落
し
が
無
い
と
す
れ
ば
大
般
若
経
、
法
華
経
、
成
唯
識
論
に
は

見
出
さ
れ
な
い
。
勿
論
、
仏
経
典
類
に
限
っ
て
も
こ
れ
ら
の
語
が
玲
伽
師
地
論
の
み
に
出
現
す
る
と
は
考
え
に
く
い
上
、
も
し
玲
伽
師
地
論

の
語
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
ど
の
よ
う
な
経
路
に
よ
っ
た
も
の
か
未
詳
で
あ
る
が
（
注
文
の
「
益
」
は
大
広
益
会
玉
篇
、
「
弘
」
は

蒙
隷
萬
象
名
義
、
「
方
」
は
蒋
紡
切
韻
、
「
玉
」
は
玉
篇
）
、
注
目
し
て
お
い
て
良
か
ろ
う
。
ま
た
、

（
図
）
　
紹
継
詰
獅
満
欝
譜
譜
肇
轡
議
肇
撃
逓
票
聖
云
媚
論
、
ツ
”
詣
ア
サ
ム
覧
セ
ウ
（
糸
部
三
〇
〇
貢
）

は
玄
応
注
の
引
用
が
あ
る
が
、
巻
二
「
紹
三
」
、
巻
八
「
紹
隆
」
、
巻
二
十
三
「
将
紹
」
の
注
を
採
っ
た
も
の
で
、
玄
応
音
義
に
「
紹
継
」
の

掲
出
は
な
く
、
し
か
も
右
四
経
典
の
中
で
は
玲
伽
師
地
論
に
し
か
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
語
で
あ
る
。
な
お
こ
の
例
の
場
合
、
注
文
に
引
用
さ

（24）

れ
て
い
る
「
信
」
即
ち
信
行
に
玲
伽
師
地
論
音
義
が
存
し
た
ら
し
い
の
で
、
そ
れ
に
拠
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
て
行
く
と
、
玄
応
音
義
に
拠
る
と
考
え
ら
れ
る
標
出
語
に
止
ら
ず
、
図
書
寮
本
名
義
抄
全
体
の
標
出
語
の
憧
格
に
つ

い
て
、
玲
伽
師
地
論
等
と
の
関
係
を
含
め
、
更
に
検
討
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（2）

以
上
、
図
書
寮
本
名
義
抄
が
玄
応
音
義
の
標
出
語
を
選
択
し
て
採
る
場
合
、
巻
二
十
二
掲
出
を
中
心
に
玲
伽
師
地
論
の
語
は
概
し
て
重
視

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
視
点
を
中
心
に
述
べ
て
来
た
。
こ
れ
は
、
大
般
若
経
等
の
語
も
概
し
て
良
く
選
択
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
（
但
し

こ
の
点
は
玄
応
音
義
以
外
の
引
用
文
献
に
も
関
わ
る
が
）
、
玄
応
音
義
に
複
数
回
出
現
す
る
語
も
良
く
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
経
典

中
の
、
特
に
主
要
な
経
典
中
の
重
要
な
語
や
触
れ
る
こ
と
の
多
い
語
が
、
よ
り
良
く
選
択
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
玄
応
音
義
巻
二
十
二
の
標
出
語
の
中
に
も
採
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が

2
0
例
存
す
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
（
（
表
1
）
参
照
）
。
こ
の
内
右
述
の
㈲
㈹
㈱
個
、
更
に
大
般
若
経
の
語
（
一
部
法
華
経
も
）
の
方
が
優
先
さ
れ

図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
玄
応
一
切
経
音
義
の
標
出
語
の
摂
取
法
に
つ
い
て
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究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
六

た
と
見
ら
れ
る
佃
㈹
㈹
を
除
い
て
も
、
更
に
1
3
例
残
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
恐
ら
く
、
二
の
語
の
性
格
を
、
採
用
さ
れ
た

方
の
語
と
共
に
精
査
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
注
意
し
て
良
い
と
思
わ
れ
る
も
の
と
し
て
次
が
指
摘
さ
れ
る
（
巻
二
十
二
の
標

出
語
に
対
応
す
る
玲
伽
師
地
論
本
文
も
参
考
に
掲
げ
、
注
（
空
本
文
の
返
点
・
句
点
を
そ
の
ま
ま
記
し
て
お
く
）
。

〔
図
書
寮
本
名
義
抄
〕

㈲
詰
責
（
8
6
）

㈲
賛
渚
l
（
竺

㈲
樹
下
（
墾

㈲
潮
然
（
墾

㈱
城
岨
（
型

〔
玄
応
音
義
〕

（
採
用
）

遥
責
③
⑨

賛
渚
⑭

隕
下
⑳

漉
然
④
⑧

城
陛
⑧

不
諺
⑳

或
渚
⑳

而
隕
⑳

況
一
⑳

旅
障
⑳

季
語
⑬
　
講
崇
⑳
（25）

水
渚
⑰
　
洲
渚
⑳
㊧

讐
況
⑳

障
城
④
　
陸
地
㊧

〔
玲
伽
師
地
論
〕

右
の
内
、
船
脚
伽
の
巻
二
十
二
の
「
不
達
」
「
或
渚
」
「
而
隕
」
は
、

不
レ
諺
二
於
他
べ
　
（
巻
四
十
四
5
3
8
下
）

或
草
或
薪
…
或
山
或
渚
。
（
巻
二
十
七
畑
中
）

衆
星
晃
輝
交
二
流
而
隕
。
（
巻
三
十
七
4
9
6
上
）

（
マ
マ
）

離
二
諸
愛
昧
一
準
二
切
相
4
　
（
巻
四
十
三
5
2
7
下
）

超
⇒
旅
陸
軍
…
越
二
陸
軍
　
（
巻
八
十
七
7
9
0
中
）

い
ず
れ
も
〓
詣
と
い
う
よ
り
句
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
常
套
句

や
特
別
の
意
味
を
持
っ
た
も
の
な
ど
で
な
い
限
り
は
、
一
語
と
し
て
、
よ
り
熟
し
て
い
る
方
が
採
用
さ
れ
易
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

㈲
㈱
の
「
滑
二
」
「
旅
陸
」
に
至
っ
て
は
、
句
と
も
言
い
難
い
単
な
る
漢
字
の
連
続
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
玄
応
音
義
に
お
い
て
単
字
に
注
す
る

際
、
単
に
そ
の
字
の
所
在
を
明
示
す
る
た
め
に
前
後
の
一
字
と
共
に
掲
げ
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
図
書
寮
本
名
義
抄
の
標
出
語

は
、
こ
れ
ま
で
も
述
べ
て
来
た
如
く
語
の
性
格
や
素
姓
に
偏
り
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
飽
く
ま
で
も
特
定
の
経
典
の
音
義
で
は
な
く
字

（26）

書
で
あ
る
の
で
、
「
渦
二
」
「
緑
陰
」
の
如
き
標
出
語
が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
む
し
ろ
当
然
と
も
言
え
よ
う
。
な
お
㈲
脚
は
、
採
用
さ

れ
た
の
が
二
回
掲
出
の
標
出
語
で
あ
る
こ
と
も
関
わ
っ
て
い
よ
う
。

右
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
は
、
巻
二
十
二
の
標
出
語
の
み
で
は
な
く
、
本
稿
で
検
討
対
象
と
し
た
全
2
1
2
例
に
お
い
て
も
、
そ
の
観
点
か
ら

検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
が
、
今
回
は
ひ
と
ま
ず
巻
二
十
二
乃
至
玲
伽
師
地
論
の
語
に
関
連
し
て
浮
上
し
た
問
題
と
し
て
、
こ
こ
に
指
摘



し
て
お
く
。

六
、
今
後
の
課
題

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
、
図
書
寮
本
名
義
抄
が
玄
応
音
義
の
標
出
語
を
選
択
し
て
採
録
す
る
場
合
、

0
　
玄
応
音
義
に
二
回
以
上
掲
出
さ
れ
て
い
る
標
出
語
は
採
ら
れ
る
傾
向
が
強
い
。

㈲
　
玄
応
音
義
巻
二
十
二
（
玲
伽
師
地
論
の
音
義
）
の
標
出
語
は
他
巻
に
比
べ
る
と
良
く
採
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
他
巻
掲
出
の
埼
伽
師
地

論
に
出
現
す
る
語
も
良
く
採
ら
れ
る
傾
向
が
窺
わ
れ
る
（
ほ
か
大
般
若
経
、
法
華
経
に
出
現
す
る
語
な
ど
も
同
傾
向
に
あ
る
）
。

同
　
語
と
し
て
熟
し
て
い
な
い
も
の
は
採
ら
れ
に
く
い
傾
向
が
窺
わ
れ
、
特
に
、
経
典
中
の
位
置
を
表
示
す
る
た
め
の
み
の
二
字
の
連
続

は
、
そ
の
傾
向
が
著
し
い
と
見
ら
れ
る
。

と
い
う
点
で
あ
る
。
な
お
、
今
回
は
検
討
対
象
か
ら
除
外
し
た
例
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
玄
応
音
義
に
お
い
て
上
接
字
、
下
接
字
の

両
者
に
対
し
て
注
が
あ
り
、
両
字
と
も
同
一
部
首
に
所
属
す
る
場
合
は
、
そ
の
標
出
語
が
他
の
標
出
語
に
優
先
し
て
、
上
接
字
、
下
接
字
両

字
の
注
と
共
に
採
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
　
（
第
二
節
再
と
注
（
1
2
）
参
照
）
。

こ
れ
ら
の
諸
点
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
は
、
逐
次
推
定
を
行
っ
た
所
で
あ
る
。
こ
の
内
価
に
つ
い
て
は
、
先
に
も
触
れ
た
如
く
、
玲
伽
師

地
論
が
成
唯
識
論
と
共
に
法
相
宗
の
根
本
的
経
典
で
あ
る
点
に
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
明
憲
撰
書
に
よ
る
と
見
ら
れ
る
成
唯
識
論
の

語
が
、
玄
応
音
義
、
中
算
釈
文
、
真
興
音
訓
の
標
出
語
に
優
先
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
例
の
あ
る
こ
と
（
注
（
3
）
拙
稿
、
本
稿
第
一
節
用
）
と
も
、

併
せ
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
但
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
右
の
三
点
（
特
に
Ⅲ
㈲
）
の
内
い
ず
れ
が
優
先
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
が
更

に
存
在
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
上
の
検
討
の
中
で
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
明
確
な
規
準
は
見
出
し
難
く
、
取
捨
選
択
の
対
象
と
な
っ
た
夫
々

の
〝
標
出
語
群
″
　
の
中
で
、
右
の
よ
う
な
諸
点
が
相
互
に
勘
案
さ
れ
て
選
択
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
と
、
少
く
と
も
現
段
階
で
は
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
　
（
同
と
届
が
重
な
る
例
も
少
な
く
な
い
）
。

図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
玄
応
一
切
経
音
義
の
標
出
語
の
摂
取
法
に
つ
い
て

三
〇
七
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ま
た
、
右
の
よ
う
な
点
が
標
出
語
の
選
択
に
際
し
て
勘
案
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
観
点
に
よ
っ
て
は
処
理
出
来
な
い
例
が
、

実
は
多
数
存
在
す
る
こ
と
も
残
さ
れ
た
問
題
と
な
る
。
即
ち
、
取
捨
選
択
の
対
象
の
〝
標
出
語
群
″
の
中
に
、
二
回
以
上
掲
出
の
も
の
も
な

く
、
巻
二
十
二
に
掲
出
の
も
の
や
稔
伽
師
地
論
、
大
般
若
経
、
法
華
経
な
ど
に
出
現
す
る
語
も
な
い
よ
う
な
場
合
、
ど
の
よ
う
な
標
出
語
が

選
択
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
た
だ
、
右
の
0
～
仁
和
が
関
与
す
る
場
合
も
含
め
、
限
定
さ
れ
た
〝
標
出
語
群
″
の
中
か
ら
い
ず
れ

か
一
つ
（
原
則
と
し
て
）
が
選
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
内
部
の
標
出
語
の
間
で
軽
重
が
計
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ

り
（
但
し
他
出
典
の
標
出
語
が
採
ら
れ
る
例
や
単
字
標
出
に
さ
れ
て
い
る
例
も
比
率
は
低
い
な
が
ら
存
在
す
る
が
）
、
多
分
に
相
対
的
な
面
の

強
い
こ
と
も
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
全
体
に
一
貫
し
た
明
確
な
規
準
を
見
出
す
の
は
相
当
に
困
難
で
あ
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
る
。
ま
た
右
述
の
如
く
、
玄
応
注
を
引
き
な
が
ら
単
字
標
出
に
な
っ
て
い
る
例
も
例
外
的
に
存
し
、
こ
れ
ら
が
、
以
上
の
諸
点
に
も
照

ら
し
て
、
ど
う
い
う
事
情
に
よ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
か
も
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

一
方
、
玲
伽
師
地
論
の
語
に
関
連
し
て
上
に
も
述
べ
た
如
く
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
標
出
語
（
乃
至
標
出
字
）
の
全
体
に
つ
い
て
、
憧
格
や

素
姓
を
検
討
し
て
行
く
こ
と
も
、
今
後
に
残
さ
れ
た
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

注（
1
）
　
吉
田
金
彦
「
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
出
典
致
（
上
）
」
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
二
韓
、
昭
和
2
9
・
8
）
。
宮
澤
俊
雅
「
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
と

妙
法
蓮
華
経
釈
文
」
（
『
鰯
謂
国
語
学
と
国
語
史
』
昭
和
5
2
・
9
）
の
注
〔
2
〕
も
参
照
。

（
2
）
　
池
田
証
寿
「
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
と
玄
応
音
義
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
（
国
語
国
文
研
究
第
八
十
八
号
、
平
成
3
・
3
）
。
な
お
、
注
文
の
採
録

順
位
が
上
位
の
他
出
典
に
よ
っ
て
同
内
容
の
注
文
が
採
ら
れ
た
た
め
結
果
的
に
不
採
と
な
っ
た
場
合
も
含
む
。
ま
た
、
一
条
の
注
文
中
の
一
部
分

（
字
体
注
等
）
　
が
外
さ
れ
て
採
録
さ
れ
る
場
合
も
含
む
。

（
3
）
　
原
卓
志
・
山
本
秀
人
「
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
玄
応
一
切
経
音
義
引
用
の
態
度
に
つ
い
て
」
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
第
六
輯
、
昭
和
5
8
・

5
）
、
拙
稿
「
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
標
出
語
の
採
録
法
に
つ
い
て
ー
‥
賃
の
出
典
と
の
関
連
を
視
点
に
ー
」
（
『
馴
瑠
璃
餌
国
語
学
論
集
』
平
成
4
・

3）。



（
4
）
　
勉
誠
社
刊
写
真
複
製
本
に
よ
る
。
用
例
の
表
記
に
当
っ
て
は
、
朱
点
　
（
声
点
を
含
む
）
　
は
引
用
頭
を
示
す
「
・
」
以
外
省
略
し
、
割
書
の
更
に
下

位
の
割
書
は
《
　
》
に
括
っ
て
表
記
す
る
。

（
5
）
　
古
辞
書
音
義
集
成
所
収
の
大
治
本
の
写
真
複
製
に
よ
り
、
大
治
本
に
欠
く
巻
三
～
八
は
同
附
載
の
高
麗
蔵
本
に
よ
る
。

（
6
）
　
玄
応
音
義
を
含
む
各
出
典
に
つ
い
て
比
較
考
察
を
行
っ
た
論
考
と
し
て
、
吉
田
金
彦
「
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
出
典
致
（
上
）
　
（
中
）
　
（
下
一
）
」

（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
二
輯
・
第
三
輯
・
第
五
韓
、
昭
和
2
9
・
8
・
昭
和
2
9
・
1
2
・
昭
和
3
0
・
1
0
）
、
玄
応
音
義
の
注
文
の
引
用
法
に
つ
い
て
の

論
考
（
乃
至
そ
れ
を
含
む
も
の
）
　
と
し
て
、
小
林
芳
規
「
一
切
経
音
義
解
題
」
　
（
古
辞
書
音
義
集
成
『
一
切
経
音
義
』
昭
和
5
6
・
7
）
、
原
卓
志
・
山

本
秀
人
、
注
（
3
）
論
考
、
池
田
証
寿
①
、
注
（
2
）
論
考
、
同
②
「
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
所
引
玄
応
音
義
対
照
表
（
上
）
　
（
下
）
」
　
（
信
州
大
学
人
文

学
部
人
文
科
学
論
集
第
2
5
号
・
第
2
6
号
、
平
成
3
・
3
・
平
成
4
・
3
）
　
が
あ
る
。
他
の
出
典
（
乃
至
総
合
的
な
も
の
）
　
で
は
、
築
島
裕
「
図
書
寮

本
類
衆
名
義
抄
と
和
名
類
衆
抄
」
　
（
国
語
と
国
文
学
、
昭
和
3
8
・
7
）
、
宮
澤
俊
雅
①
「
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
に
見
え
る
蒙
隷
万
象
名
義
に
つ
い
て
」

（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
五
十
二
韓
、
昭
和
聖
7
）
、
同
②
、
注
（
1
）
論
考
、
同
③
「
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
と
倭
名
類
衆
抄
」
（
『
舐
鰯
謂
国
語

研
究
論
集
』
昭
和
6
1
・
1
0
）
、
同
④
「
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
と
蒙
隷
万
象
名
義
」
　
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
七
十
七
韓
、
昭
和
6
2
・
3
）
、
同
⑤
「
図

書
寮
本
類
衆
名
義
抄
と
法
華
音
訓
」
（
『
讃
増
瑠
璃
嬰
潤
輯
　
辞
書
・
音
義
』
昭
和
甲
3
）
、
同
⑥
「
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
の
注
文
の
配
列
に
つ
い

て
」
（
『
臥
瑠
璃
餌
国
語
学
論
集
』
平
成
4
・
3
）
、
望
月
郁
子
①
「
図
書
寮
本
『
類
衆
名
義
抄
』
所
引
の
『
和
名
類
衆
抄
』
－
戒
名
類
衆
抄
蒜
本
と
の
対

比
〓
覧
－
」
　
（
静
岡
大
学
教
養
部
研
究
報
告
人
文
科
学
篇
第
1
4
号
、
昭
和
5
4
・
3
）
、
同
②
「
図
書
寮
本
『
類
衆
名
義
抄
』
に
お
け
る
『
策
隷
萬
象
名
義
』

の
扱
い
方
－
改
編
本
に
お
け
る
そ
れ
と
の
対
比
の
た
め
に
ー
」
　
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
七
十
五
韓
、
昭
和
6
0
・
1
0
）
　
（
①
②
と
も
『
類
衆
名
義
抄
の
文
献
学
的
研

究
』
平
成
4
・
2
に
所
収
）
、
池
田
証
寿
・
小
助
川
貞
次
・
浅
田
雅
志
・
宮
津
俊
雅
「
法
華
釈
文
並
類
衆
名
義
抄
引
慈
恩
釈
対
照
表
」
（
『
讃
増
竃
細

論
輯
　
辞
書
・
音
義
』
昭
和
6
3
・
3
）
、
拙
稿
「
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
真
興
大
般
若
経
音
訓
の
引
用
法
に
つ
い
て
－
叡
山
文
庫
蔵
息
心
抄
所
引

の
真
興
大
般
若
経
音
訓
と
の
比
較
よ
り
－
」
　
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
八
十
五
韓
、
平
成
2
・
9
）
　
な
ど
が
あ
る
。

（
7
）
　
こ
れ
を
直
接
の
テ
ー
マ
と
し
た
論
考
と
し
て
は
注
（
3
）
拙
稿
が
あ
り
、
原
卓
志
・
山
本
秀
人
、
注
（
3
）
論
考
に
お
い
て
も
標
出
譜
の
対
応
関
係
が

考
慮
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
池
田
証
寿
、
注
（
6
）
論
考
②
は
注
文
の
対
応
す
る
標
出
語
の
対
照
表
と
な
っ
て
お
り
、
標
出
語
の
対
応
関
係
が
一
覧
出
来

る
。

（
8
）
　
注
（
3
）
拙
稿
。

（
9
）
　
注
文
の
引
用
頻
度
の
高
い
主
要
八
出
典
　
－
　
玄
応
音
義
・
玉
篇
・
蒙
隷
萬
象
名
義
・
真
興
大
般
若
経
音
訓
・
和
名
類
衆
抄
・
東
宮
切
韻
・
中
算
法

華
経
釈
文
・
慈
恩
撰
書
の
注
文
の
採
録
順
位
が
、
ほ
ぼ
、
慈
恩
投
書
・
蒙
隷
萬
象
名
義
・
玄
応
音
義
・
中
算
釈
文
・
真
興
音
訓
・
玉
篇
・
東
宮
切
韻
・

和
名
渠
衆
抄
の
順
で
あ
る
こ
と
が
、
宮
澤
俊
雅
、
注
（
1
）
論
考
・
注
（
6
）
論
考
③
④
⑤
、
望
月
郁
子
、
注
（
6
）
論
考
②
、
池
田
証
寿
、
注
（
2
）
論
考
、

図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
玄
応
一
切
経
音
義
の
標
出
語
の
摂
取
法
に
つ
い
て

三
〇
九
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注
（
6
）
拙
稿
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

（
1
0
）
　
明
憲
注
の
採
録
順
位
は
少
く
と
も
中
算
よ
り
も
上
位
と
見
ら
れ
る
（
注
（
3
）
拙
稿
）
。
こ
の
点
は
注
文
の
配
列
の
傾
向
か
ら
も
窺
わ
れ
る
（
宮
澤

俊
雅
、
注
（
6
）
論
考
⑥
）
。

（
1
1
）
　
単
字
に
対
す
る
注
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
語
に
対
す
る
注
も
多
少
含
む
例
、
乃
至
は
そ
の
よ
う
に
見
得
る
例
も
間
々
存
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な

例
も
原
則
と
し
て
対
象
に
含
め
る
。

（
望
　
玄
応
音
義
に
お
い
て
上
接
字
、
下
接
字
夫
々
に
対
し
て
注
が
あ
り
、
そ
の
上
接
字
、
下
接
字
が
共
に
同
一
部
首
に
所
属
す
る
字
で
あ
る
場
合
は
、

こ
の
よ
う
に
図
書
寮
本
名
義
抄
に
お
い
て
そ
の
標
出
語
が
そ
の
ま
ま
採
ら
れ
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
な
お
玄
応
音
義
に
お
い
て
上
接
字
、
下

接
字
夫
々
に
対
し
て
注
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
い
ず
れ
か
一
方
の
注
の
み
が
図
書
寮
本
名
義
抄
に
引
か
れ
る
場
合
は
（
上
接
字
と
下
接
字

と
の
所
属
部
首
が
異
な
る
場
合
が
多
い
）
、
用
の
対
応
関
係
に
な
っ
て
い
れ
ば
検
討
対
象
と
な
る
。

（
曇
　
本
稿
の
検
討
に
際
し
て
は
、
池
田
証
寿
、
注
（
6
）
論
考
②
の
対
照
表
を
も
参
考
に
し
た
。

（
望
　
玄
応
音
義
で
は
単
字
に
対
す
る
注
を
掲
げ
る
場
合
で
も
、
総
て
二
字
の
標
出
語
と
し
て
見
出
を
掲
げ
る
が
、
実
際
に
は
こ
れ
ら
の
中
に
は
経
典
に

お
け
る
そ
の
字
の
位
置
を
示
す
た
め
に
二
字
の
連
続
で
掲
げ
た
に
過
ぎ
な
い
、
厳
密
に
は
標
出
語
と
は
言
い
難
い
も
の
も
少
か
ら
ず
存
す
る
。
が
、

便
宜
上
一
括
し
て
標
出
語
と
称
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
後
述
第
五
節
（
2
）
に
お
い
て
、
こ
れ
に
関
連
し
た
考
察
を
行
っ
て
い
る
。

（
黛
　
上
掲
（
表
1
）
の
数
値
は
、
取
捨
選
択
さ
れ
る
対
象
と
な
っ
た
総
て
の
玄
応
音
義
の
標
出
語
の
数
で
あ
る
の
で
、
図
書
寮
本
名
義
抄
に
お
け
る
、

採
録
さ
れ
た
標
出
語
の
数
（
即
ち
検
討
対
象
と
し
た
図
書
寮
本
名
義
抄
の
標
出
語
の
数
で
あ
り
、
図
書
寮
本
名
義
抄
と
玄
応
音
義
と
の
標
出
語
の
対

応
の
組
の
数
で
も
あ
る
）
と
は
一
致
し
な
い
が
、
（
表
2
）
の
数
値
は
、
図
書
寮
本
名
義
抄
と
玄
応
音
義
と
の
標
出
語
の
対
応
の
組
の
数
と
一
致
す

る
こ
と
に
な
る
た
め
、
図
書
寮
本
名
義
抄
に
お
け
る
、
採
録
さ
れ
た
標
出
語
の
数
（
こ
こ
で
は
合
計
7
6
例
－
8
例
＝
6
8
例
）
と
一
致
す
る
。

（
1
6
）
　
㈹
「
敏
禄
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
巻
二
十
二
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
1
7
）
　
但
し
同
蒜
標
出
語
が
巻
三
に
二
回
出
現
す
る
例
が
あ
り
（
後
掲
第
五
節
㈲
「
不
博
」
）
、
こ
の
例
も
統
計
上
巻
三
の
脚
に
2
例
と
し
て
計
上
さ
れ

て
い
る
。

（
曇
　
大
乗
論
と
し
て
般
若
燈
論
以
下
十
八
論
の
音
義
を
収
め
る
。

（
1
9
）
　
巻
二
十
二
の
的
の
数
値
が
高
く
な
る
こ
と
に
関
連
し
て
は
、
玄
応
音
義
に
二
回
以
上
出
現
す
る
標
出
語
が
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
差
置
い
て
巻

二
十
二
の
み
に
出
現
す
る
標
出
語
が
採
ら
れ
る
場
合
（
例
え
ば
上
掲
畑
「
襲
師
」
、
後
掲
㈹
「
繰
入
」
）
が
、
他
の
巻
よ
り
も
多
い
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
そ
こ
で
上
掲
（
表
2
）
の
輿
即
ち
玄
応
音
義
に
二
回
以
上
出
現
す
る
標
出
語
が
採
ら
れ
ず
、
一
回
の
み
出
現
す
る
標
出
語
の
方
が
採
ら
れ
て

い
る
例
合
計
1
9
例
に
つ
い
て
、
そ
の
場
合
に
採
ら
れ
て
い
る
方
の
標
出
語
を
巻
別
に
見
る
と
次
表
の
数
値
と
な
る
（
用
例
数
0
の
巻
は
除
外
）
。



全
体
的
に
僅
か
な
数
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
巻
二
十
二
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
（
こ
の
表
の
数
値
は
（
表
3
）
刑
の
内
数
と
な
る
）
。

（
空
　
以
上
、
堵
伽
師
地
論
、
大
般
若
経
、
法
華
経
、
成
唯
識
論
は
い
ず
れ
も
監
大
蔵
経
所
収
に
よ
る
。

（
2
1
）
　
例
え
ば
冊
「
情
交
」
に
つ
い
て
は
玄
応
音
義
巻
二
に
下
接
字
の
注
（
図
書
寮
本
名
義
抄
に
は
引
か
ず
）
と
し
て
「
経
文
作
間
俗
字
也
」
と
あ
り
（
他

巻
も
同
趣
の
注
あ
り
）
、
玲
伽
師
地
論
以
下
三
経
典
も
注
（
2
0
）
本
文
に
よ
れ
ば
い
ず
れ
も
「
慎
間
」
で
あ
る
。
以
下
こ
の
よ
う
な
例
も
一
致
と
見
る

（
㈲
「
一
掃
」
も
三
経
典
は
「
一
滴
」
に
作
る
）
。

（
望
　
な
お
こ
の
表
に
掲
げ
ら
れ
た
標
出
語
に
は
、
巻
二
十
二
以
外
で
は
、
玄
応
音
義
巻
三
、
次
い
で
巻
二
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
巻
三
に

1
3
例
、
巻
二
に
1
0
例
あ
る
。
更
に
こ
の
内
玲
伽
師
地
論
と
大
般
若
経
と
の
両
経
に
出
現
す
る
語
で
あ
る
も
の
が
、
巻
三
は
8
例
、
巻
二
は
7
例
に
及

ぶ
。
上
掲
（
表
1
）
の
㈲
の
巻
二
、
巻
三
の
数
値
が
比
較
的
高
く
な
っ
た
こ
と
に
は
、
こ
の
点
も
関
わ
っ
て
い
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
に
は
玄

応
音
義
に
お
い
て
二
回
以
上
掲
出
の
例
が
多
い
こ
と
か
ら
、
（
表
3
）
卸
の
両
巻
の
数
値
を
高
め
る
こ
と
に
も
関
わ
っ
て
い
そ
う
で
あ
る
。

（
鬱
　
第
二
節
出
に
述
べ
た
、
玄
応
注
が
表
面
に
現
れ
て
い
な
い
例
を
加
え
れ
ば
、
法
華
経
に
出
現
す
る
語
は
も
う
少
し
増
え
る
ナ
一
」
と
に
な
る
。

（
型
　
吉
田
金
彦
、
注
（
6
）
論
考
参
照
。
な
お
、
図
書
寮
本
名
義
抄
に
引
用
さ
れ
て
い
る
稔
伽
師
地
論
の
音
義
・
注
釈
書
と
し
て
明
ら
か
な
も
の
に
、
慈

恩
の
稔
伽
師
地
論
略
碁
が
あ
る
（
吉
田
金
彦
、
右
論
考
、
宮
澤
俊
雅
、
注
（
6
）
論
考
⑤
、
池
田
証
寿
・
小
助
川
貞
次
・
浅
田
雅
志
・
宮
澤
俊
雅
、
注

（
6
）
論
考
）
　
が
、
引
用
数
は
十
例
に
満
た
な
い
。

（
空
　
「
洲
渚
」
は
図
書
寮
本
名
義
抄
に
、
「
洲
」
字
に
対
す
る
順
注
（
和
名
類
衆
抄
）
、
真
興
注
を
掲
げ
る
標
出
語
と
し
て
は
掲
出
さ
れ
て
い
る
（
四
一

頁）。

（
竺
　
同
様
の
例
と
し
て
、
慈
恩
法
華
経
音
訓
が
法
華
経
「
而
被
法
服
」
に
対
し
て
「
而
被
」
、
「
被
精
進
鎧
」
に
対
し
て
「
被
精
進
」
を
掲
げ
、
玄
応
音

義
巻
六
は
後
者
に
対
し
て
「
被
精
」
を
掲
げ
る
の
に
対
し
て
、
図
書
寮
本
名
義
抄
は
玄
応
音
義
巻
二
、
三
の
「
被
服
」
を
掲
げ
る
例
（
上
掲
㈲
）
が

あ
る
。

〔
附
記
〕
　
本
稿
は
、
第
十
七
回
鎌
倉
時
代
語
研
究
集
会
（
平
成
4
・
8
、
於
広
島
大
学
）
に
お
け
る
同
名
の
口
頭
発
表
を
基
に
纏
め
た
も
の
で
あ
り
、
第

六
十
七
回
訓
点
語
学
会
（
平
成
4
・
1
0
、
於
大
分
文
化
会
館
）
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
趣
の
口
頭
発
表
「
標
出
語
か
ら
見
た
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄

図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
玄
応
一
切
経
音
義
の
標
出
語
の
摂
取
法
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
二

に
お
け
る
玄
応
一
切
経
音
義
の
摂
取
法
に
つ
い
て
」
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
本
稿
は
、
原
卓
志
氏
と
の
共
同
研
究
に
よ
る
注
（
3
）
論
考
、
同
じ
く

口
頭
発
表
「
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
標
出
語
の
摂
取
法
に
つ
い
て
」
　
（
第
十
二
回
鎌
倉
時
代
語
研
究
集
会
、
昭
和
6
2
・
8
、
於
広
島
大

学
）
　
を
受
け
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
て
原
氏
と
共
同
で
採
取
し
た
用
例
カ
ー
ド
を
、
同
氏
の
快
諾
の
下
に
今
回
使
用
し
た
こ
と
を
明
記
す
る
。




